
Step.3

会社のルール

本人と決めていくための見立てのSTEP1・2・3

STEP.1 本人のニーズを内側からながめる

発達障がいのある方の場合、「本人の言葉」＝「本人のニーズ」

とは限りません。「本人の表面的なニーズ」って…
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・本人との話からパターンを探る（対人関係、初めや終わりのきっかけ）

・本人との話からパターンができた経緯を読み解く
・本人との話からだけではわからないことは、行動を共にしてみる
　ことで分かる

支援者の工夫 …本人の言葉のその奥にあるものを推測してみよう！

STEP.3 アプローチの提案

ニーズの実現のためには、大別して３つあります

・提案は支援者が、選択は本人に
・本人が決めた方法でやってみて、また結果を眺めてみる
　（ケアマネジメントサイクルへ → 詳細は次ページ）

支援者の工夫 …本人の決定を応援しよう！
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STEP.2 本人のニーズを外側からながめる

発達障がいのある方の場合、社会一般のルールを自然に学ぶのが

難しいことがあります。

・支援者自身の視点が正しいのか、支援者自身の価値観もセル
　フチェック
・本人の言葉に寄り添うだけでは、本人が前進できないことや
　問題が解決されないことがある

支援者の工夫 …色々な視点を通して本人のニーズをチェックしてみよう！

マナー
年齢相応の

自己理解

いろんな
視点で
Check！

そんな
自分も
Check！

4


